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事業の創出

人材育成

ハンズオン支援
個別の経営課題を解決するため
に専門家チームを派遣し支援

大学校研修
全国９ヶ所の中小企業大学校や
地域本部において、各種研修を
通して人材育成をサポート

▶多様な支援メニューにより、ベンチャー・中小企業の成長を一貫してサポート
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事業の継続

事業承継・事業引継ぎ

中小企業事業引継ぎ支援全国本部
として後継者不在企業の事業引継
ぎをサポート

事業再生

中小企業再生支援全国本部として中
小企業の再生をサポート

共済制度
質の高いセーフティネットの提
供

経営相談等
経営課題に対しオンライン・対
面など様々な方法で各分野の経
験豊富な専門家がアドバイス

中小機構全体の支援メニュー

経営相談 事業の発展

販路開拓支援

中小企業と国内外の企業をつなぐ
「J-GoodTech」、eコマースの活
用などにより販路開拓をサポート

海外展開支援

海外展開を検討する段階から、
海外事業計画作成、海外進出
まで、様々なメニューにより
支援

地域新事業創出
新たな商品やサービスを創出、
さらなる成長を目指す企業をサ
ポート

高度化事業
中小企業が共同で利用する施設
に対し、地方自治体と連携。融
資や専門家のアドバイスを実施

サテライト・ゼミ
全国各地の支援機関や金融機関等
と連携し、少人数参加型の研修を
実施

ＷEBee Campus
Web会議システムや動画教材に
より職場にいながら受講できる
研修を提供

起業相談AIチャットボット

起業準備者・関心者を対象にAIが
起業の質問等に回答

TIP＊S/BusiNest
新しいアイデアを磨く方や創業者・
創業期の企業のためのビジネス拠点

インキュベーション
インキュベーションマネージャーに
よる経営相談、産学官金連携等もサ
ポート

ＦＡＳＴＡＲ
ベンチャー企業の資金調達や事業
提携に向けた伴走型の短期集中型
アクセラレーター(成長加速化)支援

ファンド出資
設立５年未満の創業、成長初期段階
のベンチャー企業、事業の再生等へ
の投資を目的としたファンドに対し
て出資

Japan Venture Awards
次なる日本のリーダーとして果敢に
挑戦する起業家を表彰



ＴＩＰ*Ｓ

① 起業ライダーマモル ② E-SODAN

⑥ Japan Venture Awards

出典：「中小企業白書2014」を一部改編して作成

③ インキュベーション

⑤ 起業支援ファンド

Businest

④ FASTAR

魔の川

死の谷

ダーウィンの海
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・事業失敗や起業後の収入に対する不安
・経営者としての資質･能力に対する不安
・自分の「やりたいこと」をどうしたら
事業化できるかわからない。

開業率向上に向けて

事業化促進に向けて

中小機構の創業支援メニュー



・起業の相談にＡＩが自動応答するサービス「起業ライ
ダーマモル」を運営

・起業準備者･関心者に起業の実務情報、相談窓口や補助
金・セミナー等を案内

学習

メインターゲット

個人で開始できるビジネスで

の起業を目指す、20代～30代

質問

回答

利用者（ユーザー）

起業ライダーマモル

＜サービスの利用方法＞

・「J-Net21」と「LINE」でサービス利

用可能

・24時間365日対応で、相談は無料

・フリーワードとメニューで質問できる

・事業のコンセプトづくりや事業計画書

の作成が可能

中小機構

ＡＩ

・FAQデータを作成・学習

・定期的なチューニング

で回答精度を向上

データ概要

J-Net21コンテンツ

・起業マニュアル

・業種別開業ガイド

・起業事例 等

①起業ライダーマモル（起業相談と情報提供）

新規作成コンテンツ

・相談カルテ参考データ

・起業支援専門家作成FAQ
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利用登録 ３万３千人

月間利用 約４０００件

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj3-5_15NTmAhWTP3AKHXiJB_EQjRx6BAgBEAQ&url=https%3A%2F%2Fstartup.smrj.go.jp%2F&psig=AOvVaw000Uh_srwvPu-wdXiW_91e&ust=1577500346391800


・AIを活用した自動応答（AIチャットボット）と、専門家とのリア
ルタイムでのチャットを組み合わせたオンライン経営相談。

・ＡＩチャットボットは２４時間３６５日、どこからでも無料。専門家
とのチャットは、平日９～１７時（火曜：IT、木曜：災害対応）。

②E-SODAN（経営相談と専門家とのチャット）
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申
込
み

チャットボット 専門家とのチャット

対面相談

J-Net21な
ど

解
決

E-SODAN

相談者



③インキュベーション

・全国のインキュベーション施設で、約500社の企業等が入居

・卒業企業のうち、IPO：12社、M&A：17社、工場新設：39社

・J-Startup 141社に選定された企業のうち、支援先は13社
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○所在地
北海道大学 北キャンパス内
平成20年12月 施設開設、入居開始

○施設規模
敷地面積 2,990㎡
延床面積 1,915㎡（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･地上３階建て）
貸居室数 ３１室 （１室面積：約25㎡～約53㎡）

○施設内容
居室（全室ウェットラボ仕様）、共用会議室、リフレッシュコーナー、駐車場等

○賃料
3,300円／㎡・月（消費税・共益費込み）

○運営スタッフ（インキュベーション・マネージャー等）
４名 （チーフＩＭ：１名（機構）,ＩＭ：２名（北海道・札幌市）, 支援専門員：１名（機構））

○施設の特長
・主として北海道大学等が有するアグリバイオ、環境、ＩＴ等の分野における研究成果を活用した
インキュベーション施設。

・全室ウェットラボ（研究室仕様）、ＢＳＬレベル２対応、各種事業活動に必要な床荷重、梁下高、
耐水内装、空調機能、給排水設備及び情報インフラ等を整備。

○運営状況（令和2年7月末時点）

・入居企業：２３社（入居率：１００％）、卒業企業数：４３社（開設以降の累計）

③インキュベーション（北大ビジネス・スプリング）
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視察
（国内/海外）

セミナー

ﾌﾟﾚｽ関係者説明会

入居企業等交流会

展示会（ビジネスEXPO）

支援専門部会（AI/IoT部会）

北大ＢＳセミナー

展示会
（共同出展）
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③インキュベーション（北大ビジネス・スプリング）



③インキュベーション（北大ビジネス・スプリング）

累積入居企業数 ６６社

(うち現入居企業２３社)

卒業企業数 ４３社

(うち操業継続企業３４社)

卒業企業の地元定着率

７２%

✔これまでに支援した企業は
累計６６社

✔施設を卒業した43社のうち、
現在も事業を継続している企
業は３４社（合併等を含む)

✔また（卒業43社のうち）３
１社は札幌市内または北海道
内へ移転

✔高い地元定着率
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卒業企業の状況（開設後11年間の累積・平均）
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④ファンド（起業支援ベンチャーファンド）

出資者： LP 
（ 有限責任組合員 ）

リスクマネー
の呼び水
（1/2上限）

中小機構 出資

分配

ファンド

ファンド運営者： ＧP 
（ 無限責任組合員 ） 投資

支援

回収

ベンチャー企業

目利き機能
ハンズオン支援

• IPO
• M&Aほか

(億円）

出資先ファンド数 303

出資約束額 14,431

うち機構分 4,721

投資累計額 8,937

投資先企業数 5,834

IPO企業数 233

◆平成10年～令和1年度実績

ベンチャーキャピタルなどの投資会社が運営するファンドへの出資（LP出
資）を通じ、ベンチャー企業等を支援。ファンド総額の１／２を上限にリスク
マネーを中小機構が提供することで、新事業の創出や事業拡大、中小企業の再
生などを間接的に支援。

○起業支援ファンド
○中小企業成長支援ファンド
○中小企業再生ファンド
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株式公開（IPO）や大手企業との事業提携（M&A含む）を視野に成長を目指すベ
ンチャー企業等を対象に、短期間の伴走支援型で、企業の経営課題に応じて、各種
支援ツールをコーディネートしながら、事業計画をブラッシュアップ。
ピッチイベントや個別紹介等で、ＶＣや大企業とのマッチング機会を提供し、資

金調達・事業提携を促進することで、ベンチャー企業等の成長加速化を実現。

⑤ＦＡＳＴＡＲ（アクセラレーション）

令和元年度採択 29社

〇ドローン 〇ブロックチェーン
〇ロボティクス 〇ＡＩ
〇ナノ・マテリアル 〇創薬

など支援
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【IPO実績】

３０社 ２２社

高成長が期待される企業や、地域で特色ある事業を行う企業
の優れた起業家を表彰 ～2000年開始以来 300名を表彰～

【採択実績】

⑥ Japan Venture Awards（ＪＶＡ）

過去には、㈱ユーグレナの出雲充氏
（JVA2012 経済産業大臣賞）など、
昨今注目されているベンチャー経営者
を数多く輩出。

2012
JVA2012 経済産業大臣賞

2015
日本ベンチャー大賞



ご清聴ありがとうございました。

<お問い合わせ>

独立行政法人中小企業基盤整備機構

北海道本部企業支援課 TEL：011-210-7471

13


